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ANO7

ANO7; NGEP; PCANAP5; TMEM16G; Anoctamin-7; Dresden transmembrane protein of the
prostate; D-TMPP; IPCA-5; New gene expressed in prostate; Prostate cancer-associated
protein 5; Transmembrane protein 16G
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	応用
	抗原情報
	背景
	この前立腺特異的遺伝子は、細胞質タンパク質と、前立腺癌の診断および免疫療法の標的となる可能性のある多面的膜タンパク質をコードしています。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2011年8月],注意：Met-1とMet-55のどちらがイニシエーターであるかは不明です。,機能：カルシウム活性化塩素イオンチャネルとして作用する可能性があります。細胞間相互作用において役割を果たす可能性があります。,誘導：アンドロゲンによってアップレギュレーションされます。,類似性：アノクタミンファミリーに属します。,細胞内局在：細胞間接触部位に集中します。,組織特異性：前立腺上皮細胞で特異的に発現します（タンパク質レベル）。,
	研究分野
	シグナル伝達; 代謝; 細胞膜; チャネル
	画像データ
	

	TM16G抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TM16G抗体を用いたパラフィン包埋ヒト前立腺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	1：1000に希釈したNGEPポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析

